
 

 

 

 

 ６月６日(火)、第１回喜入公民館運営審議会を開催いたしました。公民館からは、「講座の応募率や 

施設の利用率向上」と「地域づくりにつながる生涯学習活動の推進」の２つを柱に諮問を行いました。 

委員の皆様からは、今年の喜入地域総合文化祭文化講演会の講師についてや、「喜入はたちの会」 

の運営の在り方についてのご質問等がありました。また、お示しした 

資料を基に、「改めて公民館が、市民が集う、地域にとって重要な場 

であると実感しました。」という、ありがたいお言葉もいただきました。 

新型コロナウイルス感染症の５類への移行も踏まえ、感染症予防に 

つきましては、今後も気を配りながら、今回賜りました貴重なご意見 

・ご要望を生かし、開かれた公民館運営に一層努めてまいります。 
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  ５月３１日（水）、「主体的な学習活動が展開される学級の運営について」を研修テーマとして、社会学級

委員等研修会（前期）を開催いたしました。当日は、家庭教育学級、父親セミナー、成人学級、女性学級の

各学級委員の皆様に、各地域コミュニティ協議会等の関係者など、多くの方々にご出席いただきました。 

   分散会の家庭教育学級においては、学級生を確保するために全ＰＴＡ会員を学級生として取り組んで

いる事例や、学級生の負担を軽減する方策として、学習内容の魅力化・充実化を図りつつ、実施回数を

無理のないように減らしたり、学校行事やＰＴＡ活動時に合わせて実施したりしている工夫等が報告され

ました。 

また、成人学級・女性学級につきましては、女性学級が現在、地域内のコミュニティに１ヶ所しかないこ

とから、今年から合同開催で行われました。各コミュニティごとに参加の工夫が凝らされ、ウォークラリー

や研修旅行の実施、地元の小学生との共同清掃活動など、多彩な取組が報告されました。その他、学級

終了後にお互いの親睦を深めるために、茶話会を開いている事例なども紹介されました。                

一方で、昨年度までは、やはりコロナ禍の影響を受け、研修計画を変更したり、やむなく開催を中止に

したりするなど、難しい状況があったことが出されました。今年は、５月８日から新型コロナウイルス感染

症の感染症法の位置付けが、２類から５類に変更さ 

れたことを踏まえ、引き続き一人一人の感染症対

策を継続しながら、お互いが無理をせず、楽しく、

資質向上につながる学級活動の展開を進めていく

ことを確認しました。 

   今後とも、ぜひ一人でも多くの皆さんがご参加く  

ださるようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

 

第１回 喜入公民館運営審議会を開催 



「夏の心豊かで元気あふれる『さつまっ子』を育てる運動」 

       

《期間…７月１日(土)～８月３１日(木)》 

【実践事項】 

１ 地域ぐるみで、青少年へのあいさつ、声かけを実施し、非行等の未然防止に努めましょう。 

２ 環境点検等（危険箇所等の点検）を実施し、交通事故・水難事故等の防止に努めましょう。 

３ 親子で、さまざまな体験活動に参加しましょう。 

４ 「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣化やラジオ体操への参加などを通して基本的な生活習慣

の育成に努めましょう。 

５ スマートフォンやゲーム機器等の正しい使い道やネットトラブルについて、家庭や地域で話

し合いましょう。 

 

 

令和5年度 

児童生徒等「水難事故防止運動強調期間」 

実施期間…7月21日(金)～８月31日(木) 42日間 

◇  ◇ 

喜入公民館では、お子さまの教育（学習・人間関係・子育て・家庭教育の悩み等）に

関する相談を承る「家庭教育相談事業」を実施しています。 

相談内容に関する秘密、プライバシーなどは固く守ります。また、相談内容によっ

ては専門機関を紹介することもできます。電話及び来館による相談、いずれの方法で

も結構です。 

お気軽にご相談ください。 

 
相談時間…平日；午前９時～午後４時／土曜；午前９時～正午 

 

12:99 

 

 

連絡先…喜入公民館  ☎ ３４５－３７５１ 

 

「公民館だより」は、鹿児島市

のホームページに掲載されて

います。確認はこちらから！ 

「奇跡のミシン」     清水 有生／著 

東京で働くみどりは、幼い頃に別れたきりの父が突然

死亡した知らせを受け取る。 

父は、故人の愛用品をリメイクしていたようで、みど

りはその仕事を引き継ぐことになるが…。 

「きみを変える 50の名言」 佐久間 博／文 

新しい環境で奮闘しているみなさん。この本の言葉に

勇気をもらえると思います。 

今を生き、各界で活躍する著名人たちの名言を分かり

やすく紹介します。 

★気軽に図書室へ、お待ちしています！★ 


